
油圧式制震ダンパ

ハイビルダム®
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商品バリエーション 標準外対応事例

高エネルギー吸収タイプ 

3800kNシリーズの紹介

ハイビルダムとブレース材を一体化させ、筋違状に使用するタイプ。

商品形状種別 製品シリーズ

調圧弁等の構成部品を
シリンダ内部に納め、
意匠性に配慮した
標準タイプ。
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※対応可否含め検討が必要となるためご要望の場合はお問合せください。

※1 最大速度が100mm/sec、200mm/sec、300mm/secとなる
　　1Hz正弦波をマクスウェルモデルでモデル化したダンパに入力した
　　場合の解析結果。

オプション
油量監視棒

ジャバラ ジャバラ

間柱に設置するのに適した
ジョイント形状とし、全長も
短くした省スペースタイプ。

500kN
300kN

1000kN
1500kN
2000kN
3800kN

油量監視棒により
内部油量の確認が可能。

フッ素系塗料を使用し、
可動部にジャバラ取付。

・最大速度（標準仕様：最大300mm/sec）
　1500kN型　最大速度 600mm/sec
　2000kN型　最大速度 600mm/sec

リリーフ荷重を高くすることでエネルギー吸収量を増加

①リリーフ荷重を12.5％UP
②1サイクルあたりのエネルギー吸収量を2％～8％UP※1

・ロングストローク（標準仕様：最大±120mm)
　1500kN型　ストローク±200mm
・微小領域改善タイプ

最大荷重・リリーフ荷重が大きくなることでダンパの台数を削減し、省スペースになり、配置計画の自由度が向上
することが期待できます。
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解析結果

ＧＭ 経営企画
長方形




